
合
盆
な
節
商
明
ハ
獄
事
は
ベ
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H
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A
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本庁 71.657 (世帯17 ， 100)
大野 19"，092 ( fI 3,991) 

神関 4.176 (11 775) 

樺あ 1，943 ( 11 347) 

問時 1， 548 (11 270) 

金田 2 ， 117 (!I 421) 

港、 ι240 ( If 812' 
土訳 3， 783 ( iI 610) 

金 ,êI 4 ， 425人( " 四日
-12fi11 B務庄一

人口韓鞍 112,981 

世傍韓数 25 ,122 

7行緩蔀毅 67.97Km2

入院を毎産 1,662 

鵠月比 a 世帯潮'

新人権擁護委長

砕
年
末
の
市
議
会
定
例
会
は
、
現
委
員
の
う
ち

任
期
檎
了
と
な
る
六
民
の
後
任
と
し
て
、
内
内
の

人
を
、
法
務
大
臣
あ
て
、
あ
ら
た
に
平
塚
市
人

権
擁
護
護
員
と
し
て
陵
商
ず
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
新
蚕
員
は
一
月
十
五
日
就
任
し
ま
ナ
。

委
員
の
任
期
は
一
二
年
で
す
。

①
小
山
滋
淳
氏
(
目
色
槙
坂
鶴
六
五
回
、
僧
侶

②
宙
開
凸
イ
ク
氏
(
丑
る
竜
鎚
ケ
豆
六
五
、
宇
一
織

③
勝
国
重
酋
長
宅
日
)
義
平
二
七
回
、
弁
護
士
/

②
八
回
栄
一
氏
(
六
間
島
田
村
一
二
、
農
業
。

⑤
内
田
高
瀬
氏
「
づ
一
六
)
十
一
麗
一
一

0
0
、
僧
侶
。

⑥
脅
木
繁
民
会
0
)
向
精
二
八
四O
、
農
業

品川
吋
」 2 fil 

I色。川""""，1'""，，，，，，，，，，，，，旬…川

Oだれにも言え e

ないあなたの摘

み、心配ごとを

そっと訴えてい

ただく。

と嘗・毎月第 1

3 月曜 E 時~15時

ところ..，.福祉事務所応援蜜

格談重量@ 日 婦人民生委員ほか
犠談内容 e 身のうえ・健康・家庭
・住居・車車業・絵婚・生活・教育
その他精神的経済的問題なんでも

。
門
議
金
事
踏
局
一
日
昭
和
一
一
一
十
六
年
且
最
後
の
市
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
中
士
一
日
議
事
室
に
招
集
さ
れ
、
会
期

0

0

十
店
を
も
っ
て
昭
和
一
一
一
十
五
年
度
各
会
計
の
審
査
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
議
案
一
一
十
一
一
件
を
欝
議
い
ず
れ
も
慮
。

O

案
ど
お
り
可
決
し
弐
し
た
。
今
議
会
で
は
と
く
に
あ
た
ら
し
い
人
権
縦
議
委
員
の
接
潟
、
市
営
住
宅
玄
土
戸
。

。
の
建
設
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
、
追
加
東
注
予
算
な
ど
が
決
定
を
み
た
ほ
か
、
新
市
庁
舎
の
実
施
設
計
、
。

。
金
問
同
川
鏡
石
首
橋
か
け
か
え
工
事
、
市
立
花
水
公
民
館
の
新
薬
、
見
附
台
体
育
館
の
遺
一
修
警
備
、
界
議
小
学
校

0

0

第
一
一
一
校
舎
の
新
築
、
浜
岳
中
学
校
講
蛍
の
新
察
本
ど
~
市
民
の
出
関
心
を
あ
つ
め
て
い
る
一
連
の
大
主
事
の
工
。

O

事
請
負
い
契
約
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
。

①主催・市教育委員会。後援・守場iI綾上

競技協会、毎日新聞社。

②童謡箆 1 jll4fJ ( [1 )午前10U，j 出発、出

発決勝占江続中学校再íJ 、各地[メ別対抗。

③コース e 出発点 --t中出小 笠田本郷
金目一中沢議 決勝点 5l昼間34km。



門
縁
組
諜
一
日
市
は
、
昨
年
来
の
市
議
会
定
例
会
に
は
か
つ
て
、
市
税
条
例
の
ご
酎
を
改
正
し
、
市
民
税
の
課
税
方
式

を
後
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
も
と
づ
い
て
と
っ
た
措
慢
で
ナ
。
昭
和
三
十
六
年
度
ま
で
の
市

民
説
は
、
前
年
)
ゆ
説
得
税
額
を
袋
磁
に
し
て
保
税
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
ま
で
の
課
税
方
式
で
は
、
間
崩
の

方
針
で
所
得
税
の
減
税
が
行
な
わ
れ
る
た
び
に
、
市
の
財
源
で
あ
る
市
民
税
が

J￥
人
き
志
向
野
響
を
受
け
て
き
ま
し
た

e

h」
九
ど
の
諜
税
方
式
の
変
更
は
、
市
箆
税
に
対
す
る
恩
税
の
影
響
を
な
く
し
、
市
の
財
政
の
宙
実
牲
を
感
玄
一
す
る
ね

ら
い
で
行
な
っ
た
も
の
で
す
。
あ
た
ら
し
く
採
用
し
た
市
民
税
の
課
税
方
式
は
、
あ
ら
ま
し
次
の
と
お
り
で
す
。

軍
繰
税
標
準
許
鮮
の
し
か
た

匂
フ
市
民
税
は
、
定
額
の
均
等
割
と
、
部

、
」V
金
制
闘
を
姦
礎
に
し
て
割
算
さ
れ
た
一
部

割
と
の
合
計
額
で
謀
説
さ
れ
ま
す

L
W

事
業
所
得
者
に
つ
い
て
は
、

iJ 、》コら

率x(ß)f見

積〕

j-{鰍額控除

(9) (所得事i 額〉

|十附均等封鎖

ω(市民税年税額〉

(7) (税

十
万
円
以
下
忽
額
二
%

十
万
円
を
と
え
る
額
一
一
一
%

一
一
一
十
万
円
を
こ
え
る
額
四
%

五
十
万
円
を
こ
瓦
る
額
五M四

百
万
同
をζ
え
る
額
六
必

百
五
十
万
円
を
こ
え
る
額
七
%

二
百
五
十
万
円
を
と
え
る
品
開
八
%

四
百
万
円
を
こ
え
る
録
九
%

六
百
万
円
を
こ
え
る
頭
十
%

}
千
万
円
を
こ
え
る
額
十
一
%

一
一
千
万
円
を
こ
え
る
額
一
十
二

M
m

三
千
万
円
を
と
え
る
額
十
一
ニ
幅
四

五
千
万
円
を
こ
え
る
額
十
四
M

門
川
浩
防
本
部
凶
新
韓
五
日
午
前
九
時
か
ら
、
市
民
多
数
が
見
守
る
な
か
で
、
出
限
警
小
学
校
校
庭
に
消
防
出
初
式
を
単

一
口
惜
防
部
慨
は
山
一
戸
川
市
長
の
検
摘
を
受
け
妨
火
へ
の
心
が
ま
え
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
慣
例
の
五
色
問
点

に
観
衆
を
輔
か
し
た
ほ
か
、
優
良
禍
妨
図
圏
平
消
防
協
力
者
の
表
彰
を
行
な
い
、
年
一
顕
ぞ
か
ざ
る
は
れ
や
か
念
式
出

を
お
え
ま
し
た
。
出
初
式
で
表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の
と
忌
り
で
す
。
〔
敬
称
賂
〉

門
市
長
表
彰
a
神
奈
川
県
消
防
協
会
長
口
に
よ
る
火
災
の
際
、
身
の
危
倹
も
一
郭
状
・

7
岩
精
一
立
一
、
7
出
品
種

委
彰
〕
一
か
え
り
み
ず
、
石
治
コ
ン
ロ
を
屋
外
一
ぬ
平
野
峰
松
、

7
川
口
久
長
、7

出
掛
掴
樹
功
労
表
彰
・
第
凶
分
間
山
泊
防
員
に
搬
出
し
延
焼
を
未
然
に
防
止
し
一
中
宰
長
、
口
加
藤
栄
治
、

3
百
湾

一
議
辰
雄
昨
年
二
月
六
日
須
賀
剣
一
た
。
一
驚
雄
、
7
小
泉
良
男
、7
真
霊

持
ト
リ
方
かb
出
火
し
た
石
油
コ
ン
一
マ
優
艮
治
訪
問
露
表
彰
(
数
字
は
所
属
一

7
柴
原
福
次
。

一
骨
回
を
ニ
ボ
ナ
〉
・
2
笹
露
両
相
次
、
9

一
i
l

十
}

一
喜
久
治
、
問
弁
富
雄
、
吉
田
一
ス
キ

i

講
習
会

一
高
義
、
別
小
泉
先
面
白
、

M
A稲
一
塙
喜
治
一
市
民
八
十
名
を
対
象
に

詰罪主主 ;1 雲 1 里会 ZE 詰望号ゑ 2? 主を 5 そ草壁
Fii;1ii!?? 計 iH2222;55ii 手
主民主= 童子 24 主富来季五 ZZ 六量要弓ぷえ 42 主十
存雪量主 主よ左害毒えま玉警 警石雲 E 需 t 革主~ ~ iζ 

そ 5 勺 2 き;七会童日夜足 5 22Ei よ 5ZZ じ
さき 25 日害時; tisiiii て
正文五重 R52 雲主翼 布長臼詑 がタか善三市支

出;jf!?? 輔掛!?駐在
日訪日昼552 一一吋刊一一言 22 長時三

出管 ζ むる mhZ て露そ芝 Z 歪む応喜幸ふお需量号室主宗

;iiiiiiiiliii i i民申告民
号室長設 え ま雲でそ宅自 E 皇室 あ襲 25 り、見di辻告らタh庁長室￡主主主

iiiitt計五idZ界中日草地

つ

選
挙
人
名
簿
日
の
っ
て
い
な
け
れ
ば
投
票
で
邑
ま

せ
ん
。
も
れ
て
い
る
人
は
、
か
な
ら
ず
補
充
名
簿

に
申
講
し
ま
し
ょ
う
。

議
吉
正
問



(3) 
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16 白かb赤ち串ん安対象

〔衛生課〕乳幼児を結緩から守る

ため、次の臼寝でツベルタリン詮

劉結核予防接種を行ないます。

1 月168. 金目小学校、土屋小学

校、金在自健民館〈特定 1
月 18臼〉

グ 17日・城島公民館、蹄締出立屋

所、豊田公民館(判定 1

fl19臼)

� 208 ・大野小学校、八幡公民

館、沼村公民館(判定 1

fl22日〉

グ 238 ・旭公民館、宮沢小学校

中原公民館(判定 1 fl25 
S) 

// 24尽・見附台武道場(判定 1

月 26日〉

グ 278. 寓主鼠小学校、花水会

重富(判定子工月 29日〉

グ 308 .須賀公民館、松原会民

吉宮(判定 2 月 1 8)

グ 31臼 s 見約台武道場(判定 2

月 2 臼)

⑫該当児・昭和31年4 月 28~昭

和36年 6 月 30日までに生れた子全

露。該当児には遜郊をします。万
一遜知がない場合でも直接会場へ

お子さんをおつれください。糾金
ノ

はいりません。

争注意・このツベルクジン注射は

反応検議が必嬰です。か君主らず判

定も受けてくだ苦い。

結核の予跨接種

〉
)
)
〉
〉
〉
〕
)
〉
〉
〕
)
〉
〉
〉
〕
品
官
、
市
で
録
、
場
事
市
ま
。

M
m
g

倒
的
ω
同
開
白
川
明
日
凶
M
m
m
m出
口
詑
お
山
山
口
め
、
、

ζ

登
溜
訪
問
の
の
し
す

1
1
3
1
1
2
2
1

窓
た
良
か
ζ

人
島
火
ど
ど
に
ま

グ
グ
グ
グ
グ
減
埼
グ
グ
グ
グ
グ
グ
淑
増
~
グ
一
ま
た
所
ナ
敬
ぼ
。
国
丸
、
な
な
と
し

(
(
(
(
(
(
(
(
(
〈
(
(
〈

(
(
C

一
し
し

r

か
く
を
た
た
外
、
可
険
内
こ
明

人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
一

2
1

数
な
一
し
し
、
明
許
保
案
う
観

0
3
5

乃
5
M
4
7
m
W
9
3

訪
日
一
議
位
、
を
タ
佑
ま
給
証
害
援
内
な
く

釘
制
開
制
問
問
初
制

H込
山
u
m
9
9
u
一
緒
ら
鐙
ン
素
し
配
諸
火
健
一
庁
行
し

一
習
か
不
ウ
開
聞
く
、
の
箆
漢
、
活
わ

館
校
校
校
佼
館
校
校
校
校
館
佼
校
校
校
一
を
月
く
カ
}
広
録
?
ま
一
く

民
学
学
学
学
民
学
学
学
学
民
学
学
学
学
一
ー
だ
の
統
を
登
以
付
、
ほ
を
で

公
中
等
小
所
小
公
小
一
小
小
小
健
小
小
小
小
一
円
円
〕
た
関
を
所
民
務
交
校
う
ス
号

賀
洋
間
腕
原
橋
野
田
滋
島
問
箆
沢
陣
日
一
窓
掛
か
脳
暗
号

J
A刊
で
は
イJ

須
大
高
畑
大
中
八
大
豊
神
域
金
土
吉
岡
金
一
民
い
役
ロ
の
籍
緩
子
用
を
サ
た

間
同
凶f
b同
凶
同
同
同
同
同
同
回
出
同
同
i
l
l
十
民
同
医
同
問
同
河
出
回
出
ル

は
本
名
識
の
月
す
常
内
窓
会
次
く
人
多
い
〕
〉
)
〉
〉
〉
)
〉
)
〕
〉
〉
)
〉

会
甘
躍
の
格
定
ロ
ま
遇
市
嬰
愚
は
に
泌
が
て
。
民
間
出
州
国

m別
回
路
明
山
町
山
山
町
田
叩
田
川
相
川
出
回

自
同
い
こ
資
確
の
い
の
、
童
委
数
・
年
初
方
つ
り
年

1
1
1
1

委
し
。
事
、
し
箆
員
り
は
理
定
前
日
同
の
な
お
前
掲
溺
グ
グ
減
鑓
減

H
O
増
グ

M
M
M
V
Mグ

麗
ら
た
選
で
と
て
識
あ
簿
智
雄
で
批
者
と
と
〔
〈
(
〈
(
(
(
(
(
(
〔
〔
(
〔

管
た
し
の
の
と
し
続
も
名
撃
の
入
汐
様
ど
の
〕
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人

挙
あ
ま
在
も
り
と
輪
出
で
の
選
者
回
付
帯
ほ
次
者

m
M
M山忽
u
m
山
町
山
花
お
お
銀
総
股
況

選
、
し
議
た
ま
簿
参
年

ζ

。
様
初

E

住
人
は
権
問
叫
お
お
お
れ
初
日
凶
刷
出
お
お
幻
幻
巾
出

市
尽
定
日
し
つ
名
、
る
た
す
有

6

弘
女
∞
で
有
;

〕
町
出
礎
お
慈
、
な
は
れ
し
ま
内
。
は
減
で
お
別
〔
校
校
校
校
館
畳
一
授
校
校
校
館

局
月
を
月
調
関
効
し
わ
録
し
市
ず
で

d

人
約
広
…
学
学
学
学
育
会
学
学
学
学
会

務
m
M簿
9

に
年
有
と
な
登
果
た
で
数
人
却
は
禁
〕
中
小
等
中
体
公
小
小
小
中
業

惑
の
名
年
と

1

で
こ
行
を
を
し
り
総
制
必
鐙
投
区
野
見
荷
台
所
合
鰭
鰻

驚
末
人
昨
も

b

ま
に
が
者
り
表
お
、

2

お
の
。
禁
日
土
衛
問
閥
的
役
的
議
原
審
水
岳
立

選
年
事
は
を
か
日
く
挙
権
劉
発
と
ず
ペ
は
そ
ナ
投
一
番
漢
江
江
見
市
見
誤
松
関
宿
浜
照

〔
野
選
簿
資
自
却
と
選
者
役
が
の
ま
ら
女
く
ま

[
1
2
3
S
5
6
7
8
9

初

U
O
A
U

て
ヤ
第

2
7

協
〉
で
一
ち
白
川
引
に
期

け
リ
の
第
ま
開
園
館
種
ま
で
赤

1

月
春

2

い

か
テ
そ
。
し
閉
会
接
百
ま
い

-
m

の
第
さ

に
プ

e
p

市
川
金
水
回
釘
ま
な
疫
~
年
。
、
だ

月
ジ
ナ
お
案
、
花

3

月
い
い
免
臼
昨
計
千
円
く

4

と
ま
と
ど
所
、
、
、
、
、
場
〈
初
、
て
加

1

、
た
ー
民
意

ら
き
い
の
で
〉
張
館
校
校
絞
館
館
一
埠
窮
~
と
け
湿
月
と
け
昭
用

か
せ
友
次
号
程
出
民
学
学
学
民
民
武

1

臼
ん
受

(
5

子
受
1

ど

月
日
行
は
月
白
鱒
公
小
小
小
公
公
台
第
ー
や
を
規
年
た
回
開
れ

2

百
を
程

2

邸
田
山
島
田
沢
田
出
懸
賞
附
①
月
ち
創
出
2

お
れ
3
1

ぞ

〕
の
穆
臼
は
巡

J

域
金
吉
大
中
須
見
・

5

赤
注
第
和
生
を
第
れ

諜
ん
接
回
目
白
白
・

-
a

・
・
・
・
周
年
た
の
②
昭
に
豹
・
そ

生
や
防
巡
回

1
5

白
日
自
民
自
尽
日
当
日
却
れ
こ
。
)
で
注
金
を

衛
ち
予
部

3

第
月

8
7
8
9
n
n
u

該
和
生
も
ん
麓
ま
の
糾
円

〔
訟
の

1

鰐
(
2
M
g
グ
グ
グ

M
M
M
H
H
M
A
曹
昭
ι
に
度
や
二
世
臼
と
⑫
閉
山

品たb しい基本選挙人名簿を確定する市選議管護委員会

選管委基本選挙人名簿を確定ε

百日せきと

ジフテ 1) ヤ

み
て
い
る
一
一
一

る
。
国
語
な
ど
の
勉
強
に
も
怠
る

市
教
育

研
究
所
曹
}
百
十
分
簡
で
も
い
い
か
ら
勉

の
教
育
強
を
す
る
ん
だ
、
と
い
う
習
慣
を

招
談
窓
で
扱
っ
た
鑓
燦
例
か
ら
。
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
蚤
(
親
が

つ
い
て
〉
曹
積
滋
的
に
叩
訟
で
の
位

認
先
行
軍
克
弟
は
八
火
、
努
事
を
さ
せ
た
い
。
仕
事
の
割
り
ふ

;
z

ー
で
は
宋
子
曹
勉
強
し
り
は
親
と
約
一
目
を
し
て
さ
せ
る
よ

な
い
で
遊
ん
で
ば
か
り
い
る
曹
知

能
は
少
し
お
く
れ
て
い

る
軍
学
業
は
体
湾
は
良

い
が
、
全
体
的
に
か
ん

ば
し
く
な
い
。
図
画
は

て
つ
け
認
め
て
や
る

と
と
が
必
曇
軍
先
生

に
お
煽
い
し
て
「
ド

リ
ル
」
を
使
用
し
て

の
和
題
を
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
ナ
る

く
遊
ぶ
が
学
校
内
で
は
こ
と
。
仲
間
作
り
も

む
ら
が
あ
る
Y
7
レ
ピ
ば
か
り
み
先
生
に
お
願
い
ナ
る
こ
と
曹
お
と

て
い
る
軍
病
気
は
し
な
い
す
母
親
本
に
な
れ
ば
な
ん
と
か
や
っ
て
行

は
教
育
に
は
熱
心
だ
が
家
事
に
追
け
る
と
い
う
親
の
考
え
は
是
正
し

わ
れ
あ
ま
り
面
艇
を
み
れ
な
い
。
な
け
れ
ば
い
サ
な
い
。
と
の
子
の

お
答
え

f霊
が
で
き
な
持
っ
て
い
る
特
徴
童
く
見
い
出

レ
と
い
う
と
と
を
し
方
向
づ
け
を
す
る
必
嬰
が
あ
る

頭
か
ら
嘗
め
つ
け
な
い
こ
と
智
テ
曹
遊
び
は
度
を
す
苦
な
け
れ
ば
よ

レ
ピ
か
ら
の
質
問
も
だ
い
じ
で
あ
い
。
担
当
横
浜
国
大
潜
水
先
生 い

1 月初日一一2 月 3 日まで公開

ー
レ簿

を
、
一
月
二
十
日
か
ら
一

公
開
し
ま
す
。

ヤ
公
開
場
所
E

議
事
堂
内
選
管
事

務
局
。

門v
公
開
時
間
・
期
間
中
毎
自
午
前

八
時
三
十
分
i

午
後
五
時
ま
で

(
無
休
)

V
名
簿
に
の
る
べ
き
人
的
資
格
・

⑦
相
昭
一
和
十
七
年
三
月
六
日
以
前

に
生
、
れ
た
市
内
居
住
者
で
あ
っ

グ
ー
、
。

②
一
庄
事
以
上
町
農
地
を
耕
作

す
る
者
、
も
し
く
は
、
そ
の
同

居
肉
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
〆

年
間
約
六
十
日
以
上
耕
作
に
従

事
す
る
者
。

1 汚 27 日(土) 9ω--'16.15 
会場・中原小学校講堂
際会 12. 開閉会 16. 関

プ口グラム 展f完全・邦楽演奏

f私の希望」発表講演(都立大教

授井上五歳氏)・歌唱指導など



(4) 

--帽4除

生息
年給

金等i享@ 

も

を
年齢
金
lζ 

通
算


